
多様な能力を評価する選抜方法について

（１）学力検査

・ 中学校及び高等学校の入学者選抜に当たっては，新小学校学習指導要領及び新中学校
学習指導要領の趣旨を踏まえ，基礎的・基本的な知識及び技能の習得とともに，思考力，判
断力，表現力等についてもバランスよく問うことに留意し，知識及び技能を活用する力に関する
出題の充実に配慮すること。

（平成２９年３月３１日付け事務次官通知「学校教育法施行規則の一部を改正する省令の制定並びに幼稚園教育要領の
全部を改正する告示，小学校学習指導要領の全部を改正する告示及び中学校学習指導要領の全部を改正する告示等の公
示について（通知）」２(2)）

（２）調査書

・ 新学習指導要領の趣旨を踏まえた各高等学校の教育目標の実現に向け，入学者選抜の質
的改善を図るため，改めて入学者選抜の方針や選抜方法の組合せ，調査書の利用方法，学
力検査の内容等について見直すこと。
・ 調査書の利用に当たっては，そのねらいを明らかにし，学力検査の成績との比重や，学年ごと
の学習評価の重み付け等について検討すること。例えば都道府県教育委員会等において，所管
の高等学校に一律の比重で調査書の利用を義務付けているような場合には，各高等学校の入
学者選抜の方針に基づいた適切な調査書の利用となるよう改善を図ること。
・ 入学者選抜の改善に当たっては，新学習指導要領の趣旨等も踏まえつつ，学校における働
き方改革の観点から，調査書の作成のために中学校の教職員に過重な負担がかかったり，生
徒の主体的な学習活動に悪影響を及ぼしたりすることのないよう，入学者選抜のために必要な
情報の整理や市区町村教育委員会及び中学校等との情報共有・連携を図ること。

（平成31年3月29日付け局長通知「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び
指導要録の改善等について（通知）」５(1)）

（３）その他の検査
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